
◆ 実践発表タイムテーブル

9:10～9:35 9:55～10:20 10:40～11:05 11:25～11:50 12:10～12:35

第1会場

高知県立県民
文化ホール

愛知県・あすか 栃木県・光輝舎 北海道・栄町 群馬県・東毛会はるかぜ荘 島根県・島根療護園

「オレンジホール」
虐待かも！その時、わたしたちは
～利用者の権利を守るための取り組み～

福祉施設における防災の取組み
～福祉施設職員として出来ること～

質の高いサービスの提供をめざして
～２つのミーティングからみえてきたもの～

人が育つ環境作り
～エルダー制とケアガイドラインをアレンジ～

介護職員による医療的ケアの取り組み
～５年間の実践と課題～

森本 郷、空　亜美 鈴木 和也、高澤 洋介 佐藤 仁志、田村 真大、北條 善大 清野 真嗣、大槻 香央里 三原 隆文、杉本 茂

第２会場

ザクラウンパレス
新阪急高知

茨城県・たまりメリーホーム 栃木県・光輝舎 奈良県・雅乃郷 - 愛媛県・アイル - 福岡県・みやた苑　

「花の間」
利用者のニーズに応える支援

帰省等の支援の取り組み
～利用者・家族の思い～

夢の実現に向けて！！
～執筆練習を行い、手紙が書けるようになる！～

目標の達成・実現とは何か？
～・・・したい、・・・へ行きたいを追い求めて～

マリアージュ：結婚へ至る道のり
～障害の壁を越えて～

三澤 文哉 手塚 雄大 岡本 一盛、上田 柾樹、上村 年秀 大宅 潤、早瀬 勇太、若松 奈美 大島 直之

第３会場

ザクラウンパレス
新阪急高知

沖縄県・沖縄中央療護園 愛知県・戸田川グリーンヴィレッジ 石川県・青山彩光苑穴水ライフサポートセンター 兵庫県・西はりまナーシングヴィラ 愛知県・ゆたか苑

「フローラ」
取り戻そう！立てていた頃の自分を！
～集団立位訓練の効果を検証～

ノロウィルス撲滅大作戦
～ノロウイルスと向き合った２週間～

サービス提供のあり方を考える
～ケアガイドラインに沿った支援の充実～

働きやすい職場作りを目指して
～衛生委員会の活動～

担当制からの脱却を目指して
～みんなでみんなを支えます～

大山 直人 渡邊 俊公、渡辺 睦美 宮下 千草 福岡 将吾 中山 敦詞、青木　緑

第４会場

ザクラウンパレス
新阪急高知

栃木県・ひのきの杜 新潟県・かたくりの里 岐阜県・岐阜県立陽光園 静岡県・静岡医療福祉センター　成人部 大分県・大分県のぞみ園

「蘭の間」
権利擁護・虐待防止の体制づくり
～利用者・保護者の想いに耳を傾ける～

安心した生活を届けるために
～障害者支援施設における成年後見制度利用支援と
は～

性同一性障害のある方への支援
～Ａさんの生き生きとした生活のために～

“私らしさ”を支える見守り
～Ａさんが豊かに安心して生活を送るためにできること
～

もしも、自分だったら・家族だったら
職員の人権意識の向上・メンタルヘルスケアの取り組み

軽部 慎吾、秋澤　慎也 相浦 由佳、河合　小百合 大味 大介、長谷川 郁芳 山本 しほ美、大内 寛子 徳田 宏幸

第５会場

三翠園
北海道・樽前かしわぎ園 茨城県・青嵐荘つくし園 茨城県・さくら苑　 広島県・ときわ台ホーム 広島県・白木の郷

「富士の間①」
福祉機器の活用による業務省力化
～安心・安全・安楽な介護を目指して～

移乗用リフト導入・定着化に向けた取り組み
～移乗介助に着目して抱え上げない介護へ～

コーヒーでつながる笑顔の輪
～利用者主体の活動について～

園芸の持つリハビリテーションの力
～利用者の活動を生む仕組み～

福祉機器を応用した移乗介助の事例
～抱え上げざるを得なかった利用者の移乗介助の工夫
～

鈴木 太朗、八尋 信子 吉田 真純、髙村 裕美 柳田 洋明 木村 将希 溝下 真二、中川 亮介

第６会場

三翠園
滋賀県・るりこう園 群馬県・桐花園 石川県・青山彩光苑ライフサポートセンター 新潟県・さいはま園 広島県・神辺ホーム

「富士の間②」
地域貢献を支える事業所間連携の維持と強化
～認知症を発症した人の単身生活を支える～

ミオクローヌスてんかんはあるけれど
～進行性の難病を抱える利用者への支援を通して～

始動！青山ライフ移乗プロジェクト
～持ち上げない介護を目指して～

ＨＩＶ感染症から地域コミュニティの形成へ
～福祉サービスへつないだ10年の道のり～

貢献活動を軸とした地域との連携について
～地域に必要とされる施設を目指して～

北川 友美 橋本 恭兵、石島 彩 近藤 由香理 中村 敦子、田中 宣行 武田 信治、木村 武

第７会場

三翠園
香川県・たまも園 神奈川県・ソーレ平塚 広島県・神辺ホーム 長崎県・島原療護センター 鹿児島県・竹山苑

「桜の間」
嚥下調整食“ソフトⅡ”の取り組み

個別ニーズに対応した日帰り外出
～利用者の満足感を高め、職員のスキルアップを図る
取り組み～

経管栄養リスクに伴う栄養管理及び下痢対策
～自然落下方式からポンプ方式への変更～

安しん　で　楽ちん
～利用者と同じ想いで抱えない介護を目指す！～

事例検討会議を活用した個別ケアへの取り組み

森 美代子、大西 美由紀 奥田 雄祐 増井 和美、松井 志保子 岡本 康宏 今村 淳也
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休憩20分 休憩20分 休憩20分休憩20分

(1)－⑦ リハビリテーション・福祉器具の工夫（趣味・生きがい活動）

(1)－①食事支援（栄養管理含む）

(敬称略）

(1)－④ 外出支援 (1)－⑥ 医療・看護の工夫・実践

(3)－③ 自立支援協議会等との連携

(4)－① 小規模化・ユニットケアへの取り組み

(2)－① 個別ニーズに着目したアセスメント、支援の取り組み・方法

(2)－① 個別ニーズに着目したアセスメント、支援の取り組み・方法

(4)－② 人材育成、施設（法人）内研修やＯＪＴ

(1)－⑦ リハビリテーション・福祉器具の工夫
(4)－③ 福祉施設リスクマネジメントの実践

(4)－⑤ サービスの標準化とサービス提供

マニュアル（手順書等）の工夫

(5)－② 人事管理、労務管理、財務管理に関する

具体的な取り組み、地域連携等協働の

取り組み

(5)－⑧ 施設における防犯・防災に関する取組み

(4)－⑥ 利用者の権利擁護実践（人権の尊重、プライバシーへの配慮、虐待防止、適切な利用契約、個人情報保護等）

(4)－⑧ 重度化等利用者の変化の実態把握と支援の工夫・実践 (5)－① 地域福祉の推進に向けた法人・施設独自の取り組み、地域連携等協働の取り組み

(4)－⑥ 利用者の権利擁護実践（人権の尊重、

プライバシーへの配慮、虐待防止、適切な

利用 契約、個人情報保護等）


